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10
月
９
日(

水)

、
駒
場
上

地
区
に
お
い
て
防
災
ま
っ
ぷ

作
成
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
ウ
エ
ザ
ハ
ー
ト
災

害
福
祉
事
務
所
の
千
川
原
公

彦
氏
と
日
向
地
区
の
菅
原
忠

喜
さ
ん
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

現
地
踏
査
を
行
い
防
災
ま
っ

ぷ
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し

た
。実

際
に
危
険
個
所
を
目
で

確
認
し
マ
ッ
プ
へ
の
落
と
し

込
み
を
し
て
い
く
中
で
、
改

め
て
地
域
を
知
る
こ
と
が
で

き
情
報
の
共
有
を
図
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

10
月
10
日(

木)

、
北
郷
公

民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

「
健
康
教
室
」
に
お
い
て
、
社

協
が
取
り
組
ん
で
い
る
総
合

相
談
事
業
「
巡
回
相
談
」を
行

い
ま
し
た
。

身
近
に
あ
る
困
り
ご
と
等

を
〇×

ク
イ
ズ
で
出
題
し
、

相
談
員
の
菅
原
道
典
さ
ん
が

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

の
体
験
談
な
ど
も
お
話
い
た

だ
き
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

10
月
２
日(

水)

、
花
山
石
楠
花
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

買
い
物
や
移
動
手
段
な
ど
、
地
域

の
課
題
が
同
じ
よ
う
に
懸
念
さ
れ
る

地
域
住
民
同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
で
７
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

鶯
沢
チ
ー
ム
は
今
年
も
優
勝
を
目

指
し
奮
闘
。
ゲ
ー
ム
中
は
参
加
者
同

士
声
を
か
け
合
い
、
一
投
一
投
に
笑

顔
と
笑
い
声
が
飛
び
交
う
な
ど
、
楽

し
く
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
結
果
は
、
惜
し
く
も
花
山
チ
ー

ム
に
優
勝
杯
を
譲
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

表
彰
式
終

了
後
に
は
、

試
合
を
振
り

返
っ
て
の
楽

し
い
昼
食
を

取
り
、
令
和

に
入
っ
て
初

の
大
会
は
盛

会
裏
に
終
了

し
ま
し
た
。

「防災まっぷ作成事業」〈駒場上地区〉
　　　　　　　　　　　　　（社協会費充当事業）

「巡回相談」開催〈堰根地区〉
　　　　　　　　　　　 （社協会費充当事業）

～みんなで自分たちの住む地域を振り返ります～

「正しいと思うのは

　　 どちらでしょう？」

 

花山・鶯沢地区スマイルボウリング交流会開催

鶯沢支部地域支援事業（歳末たすけあい募金配分事業）

ま
さ
に
「
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
♪
」

「
ね
ら
え
！
ス
ト
ラ
イ
ク
！
」

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております



９
月
12
日
（
木
）
、
敬

老
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
金
成
地
区
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
し
あ
わ
せ
慰
問
団
」
の

舞
踊
を
披
露
い
た
だ
き

ま
し
た
。

目
の
前
で
披
露
さ
れ

る
踊
り
や
唄
に
ニ
ッ
コ

リ
。

　
笑
顔
あ

ふ
れ
る
敬

老
会
と
な

り
ま
し
た
。

８
月
17
日(

土)

、
駒

場
下
地
区
の
後
藤
商
会

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
前

交
差
点
に
お
い
て
、
毎

年
開
催
し
て
い
る
「
無

事
カ
エ
ル
運
動
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
暑
さ
も

厳
し
い
中
、
若
柳
警
察

署
の
職
員
３
名
と
、
地

区
社
協
６
名
で
、
お
盆

休
み
を
終
え
、
自
宅
に

帰
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ

ラ
シ
と
ジ
ュ
ー
ス
を
配

布
し
て
交
通
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

会長　鈴木　喜典

「気をつけて
　 帰ってね」

＝行政相談のお知らせ＝
■会場：鶯沢老人福祉センター　■毎月第３金曜日、午後１時30分から行政相談を行っております。

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
鶯
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
電
話
相
談

開

設

日
　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
設
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
鶯
沢
支
所
　
電
話
：
55-

２
８
３
４

令
和
元
年

　12
月
11
日（
水
）

令
和
2
年

　1
月
８
日（
水
）

令
和
元
年

　11
月
20
日（
水
）

　
　
　
　12
月
25
日（
水
）

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

技
術
養
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の

お
知
ら
せ
（
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
講
座
）

毎
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
講
座
を
左
記

日
程
に
て
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

[

日 

時]

12
月
19
日
（
木
） 

午
前
10
時
～
正
午

[

場 

所]

栗
原
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栗
原
市
築
館
伊
豆
二
丁
目
6
番
1
号
）

[

定 

員]

30
名(

定
員
に
な
り
次
第
締
切)

[

申
込
締
切]

12
月
6
日
（
金
）

[

申
込
先]

栗
原
市
社
協
地
域
福
祉
課

 

電
話
：
23-

8
0
8
7

「
合
同
相
談
」の
お
知
ら
せ

栗
原
市
民
向
け
に
左
記
日
程
に
て

合
同
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

[

日 

時]

①
②
と
も
午
前
10
時
～
正
午
ま
で

①
11
月
30
日
（
土
） 

②
12
月
14
日
（
土
）

[

場 

所]

①
栗
駒
老
人
憩
い
の
家
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
荘

②
築
館
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

[

内
容]

生
活
困
窮
や
日
常
生
活
で
の

困
り
ご
と
相
談
、
社
会
保
障
の
し
く

み
講
座
（
年
金
な
ど
）

※

講
話
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

[

問
合
せ
先]

栗
原
市
社
協
地
域
福
祉
課

 

電
話
：
23-

8
0
8
7

 

鶯沢デイサービスセンター

 

駒場下地区社会福祉協議会

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております


